
平成17年度テーマ展

おひなさま－人形と雛道具の歴史－
西条藩松平家の雛飾りをはじめ、さまざまな種類の
雛飾りや人形、ままごと道具などを紹介します。

□平成17年度テーマ展「赤シャツ」と考古学

□常設展示リニューアル　昭和の街かど

□学芸員調査ノート　滝山城主・久保家の旗／納め札を入れた俵／須恵器 脚付三連鉢／道後温泉鳥瞰図
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テーマ展情報

  

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
三
月
三
日
の
お
ひ

な
さ
ま
を
飾
る
上
巳
の
節
句
が
め
ぐ
っ
て

き
ま
す
。
上
巳
の
節
句
は
、
け
が
れ
を
祓

い
人
形
を
流
す
風
習
と
平
安
時
代
の
貴
族

の
女
児
の
人
形
遊
び
と
が
結
び
つ
い
て
始

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は

簡
素
な
人
形
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
年

中
行
事
と
し
て
ひ
な
ま
つ
り
が
定
着
す
る

と
、
次
第
に
凝
っ
た
つ
く
り
に
な
り
、
付

属
の
人
形
も
増
え
て
華
や
か
な
も
の
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
ひ
な
ま
つ
り
を
祝
っ
て
、
今

年
も
県
内
で
は
数
少
な
い
大
名
家
の
雛
飾

り
で
あ
る
西
条
藩
松
平
家
の
雛
飾
り
を
は

じ
め
、
享
保
雛
、
古
今
雛
、
御
殿
飾
り
、

変
わ
り
雛
な
ど
多
彩
な
お
ひ
な
さ
ま
の
姿

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
端
午
の
節
句
に

飾
ら
れ
た
幟
飾
り
、
武
者
人
形
な
ど
の
五

月
飾
り
も
一
足
早
く
展
示
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
回
は
お
ひ
な
さ
ま
、
雛
道
具
だ
け

で
は
な
く
、
市
松
人
形
か
ら
リ
カ
ち
ゃ
ん

人
形
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
子
ど
も
た

ち
が
遊
ん
だ
人
形
や
台
所
道
具
、
ま
ま
ご

と
道
具
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
春
の

お
だ
や
か
な
一
時
、
博
物
館
の
愛
ら
し
い

お
ひ
な
さ
ま
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

平成18年2月21日[火]～4月9日[日]

おひなさま
－人形と雛道具の歴史－

有職雛（西条藩松平家）江戸時代後期　当館蔵

じ
ょ
う
し

は
ら

こ

き
ょ
う
ほ
う
び
な

こ 

き
ん
び
な

た
ん 

ご

の
ぼ
り



テーマ展情報

テーマ展

おひなさま－人形と雛道具の歴史－
会　期：平成18年２月２１日（火）－４月９日（日）
休館日：毎週月曜日
　　　　（ただし、３月６日(月)、４月３日(月)開館、３月７日(火)休館）
会　場：企画展示室ほか
観覧料：常設展示観覧料が必要です
　　　　＊中学生以下、65歳以上の方などは無料

明治天皇五月飾り（洋風新人形）明治39年　個人蔵

 雛飾り>

ままごと道具>

　西条藩松平家の雛飾りは、京都の

公家一条家出身で、９代藩主松平頼

学の正室として迎えられた通子が輿

入れの際に持参したもので、公家の

装束を正しく考証してつくった気品

高い有職雛と両家の家紋が金の蒔絵

で散らされた精巧な雛道具が雛壇に

ならびます。

　また、陸軍大元帥の正装の明治天

皇と洋装の大礼服を着た皇后の変わ

り雛は、京都の老舗丸平こと、大木

平蔵人形店で製作されたもので、全

国的にみても珍しいおひなさまです。

  この他、享保年間から寛政年間に

かけて流行し、大型のものが多かっ

た享保雛、寝殿づくりの御所を模し

た御殿を中心におひなさまが飾られ

る御殿飾りなど、様々なタイプのお

ひなさまを一堂に展示します。

　五月飾りは、五月五日の端午の節句に男の子のお祝いに飾

られます。江戸時代前期には屋外の家の門口に幟、毛鎗、薙

刀などを立てましたが、中期には歴史上・伝説上の英雄をか

たどった武者人形を加えて屋内に置かれるようになりました。

今回のテーマ展では、屋内に飾る幟飾りとともに、神宮皇后

と武内宿禰などの武者人形をあわせて展示します。なかでも、白

馬に乗り、衛兵と卒を従えた明治天皇五月飾りは、「洋風新

人形」の名にふさわしく明治という時代を体現しています。 

左上＞＞明治天皇・皇后変わり雛　明治41年　個人蔵・当館保管

五月飾り>

右下＞＞古今雛　江戸時代後期　当館蔵

右上＞＞享保雛　江戸時代後期　伊吹八幡神社蔵

台所道具　明治～大正時代　当館蔵

りくぐんだいげんすい

ゆき こ

まき え

より

さと

なぎ

なた

すく ね

け　やり
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テーマ展情報
リニューアル情報

～
平
成
1
８
年
２
月
1
2
日
[日
]ま
で

甲賀原古墳群出土須恵器脚付三連鉢
東京国立博物館蔵

赤シャツのモデル横地石太郎

明治２９年愛媛県尋常中学校（松山中学）卒業生写真　松山東高等学校蔵

昭
和
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
街
か
ど
が
、
博
物
館
の
常
設
展
示

の
な
か
に
で
き
ま
し
た
。
街
か
ど
に
は
、
ち
ょ
っ
と
お
し

ゃ
れ
な
洋
品
屋
さ
ん
、
欲
し
い
も
の
が
何
で
も
揃
っ
た
文
具
屋
さ

ん
・
本
屋
さ
ん
、
ぼ
く
た
ち
の
遊
び
場
所
だ
っ
た
駄
菓
子
屋
さ
ん

な
ど
、
懐
か
し
い
店
が
い
っ
ぱ
い
。
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機

の
三
種
の
神
器
が
登
場
し
た
ば
か
り
の
住
宅
も
あ
り
ま
す
。
あ
の

頃
に
ち
ょ
っ
と
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
し
て
、
昭
和
の
街
か
ど
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

明
治
期
の
松
山
を
舞
台
と
し
て
書
か
れ
た
夏
目
漱
石
の
小
説

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
が
発
表
さ
れ
て
今
年
で
百
年
が
経
ち
ま

す
。
本
展
で
は
、
こ
の
小
説
に
登
場
す
る
「
赤
シ
ャ
ツ
」
の
モ
デ

ル
と
も
言
わ
れ
る
松
山
中
学
校
教
員
の
横
地
石
太
郎
氏
が
、
明
治

三
十
三
年
に
報
告
し
た
西
条
市
甲
賀
原
古
墳
出
土
遺
物
（
東
京
国

立
博
物
館
蔵
）
を
中
心
に
周
桑
平
野
の
古
墳
文
化
に
つ
い
て
最
新

の
調
査
結
果
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

漱
石
が
描
い
た
「
赤
シ
ャ
ツ
」
の
実
像
は
い
か
に
？

常 設 展 示 リ ニ ュ ー ア ル

昭 和 の 街 か ど

「赤シャツ」と考古学
　 － 明 治 期 の 古 墳 発 見 －

4

松山中学時代の夏目漱石

よ
こ

じ

い
し

た

ろ
う



学芸員調査ノート
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歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

資
料
名

年
代

サイズ

所蔵

戦
国
末
期
か

久保茂子氏蔵／当館保管

長67.0㎝×幅30.3㎝

当
館
蔵

納
め
札
を
入
れ
た
俵　
２
点

明
治
〜
大
正
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　

（
右
）
幅
四
四
㎝
／
直
径
一
四
、
五
㎝

（
左
）
幅
四
三
㎝
／
直
径
一
八
㎝

＊滝山城主・久保家の旗は歴史展示室２（「中世武家社会下の伊予」）に展示しています。
＊納め札を入れた俵は２月下旬から民俗展示室３（「四国遍路」）で展示予定です。

　

こ
れ
は
、
戦
国
末
期
、
喜
多
郡
滝

山
城
（
大
洲
市
長
浜
町
今
坊
）
主
で

あ
っ
た
久
保
家
に
伝
わ
っ
た
旗
で
す
。

白
地
の
布
に
、
上
り
藤
の
紋
と
熊
野

三
所
権
現
・
日
吉
山
王
・
八
幡
大
菩

薩
な
ど
の
神
々
の
名
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
央
に
あ
る
「
三
八
十
」
の

字
の
意
味
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
何
ら
か
の
信
仰
に
関
す
る
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
旗
の
上
部
は
折

り
返
し
て
縫
い
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ
に
柄
を
通
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
旗
が
作
ら
れ
た
時
期
は
不
明

で
す
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
地
誌

『
大
洲
旧
記
』
に
は
同
家
に
伝
わ
っ

た
甲
冑
・
刀
と
と
も
に
こ
の
旗
の
こ

と
が
記
さ
れ
、
古
く
か
ら
戦
国
時
代

の
遺
品
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
旗
は
下
半
分
が

ね
じ
切
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
部
分
が
変
色
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
『
大
洲
旧
記
』
に
よ
れ
ば
、

戦
国
末
期
、
城
主
久
保
行
春
の
長
男

が
戦
死
し
た
際
、
家
臣
が
首
を
旗
に

包
ん
で
持
ち
帰
り
、
下
半
分
を
ち
ぎ

っ
て
墓
に
埋
め
た
た
め
と
伝
え
て
い

ま
す
。

　

二
つ
の
俵
に
は
、
大
量
の
納
め
札

が
入
っ
て
い
ま
す
。
納
め
札
と
は
、

遍
路
が
参
拝
し
た
際
に
札
所
へ
納
め

る
札
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
何
故
、

俵
の
中
に
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

そ
れ
は
、
接
待
を
受
け
た
遍
路
が
、

接
待
し
た
人
々
に
返
礼
に
手
渡
し
た

た
め
で
す
。
納
め
札
に
は
霊
力
が
あ

る
と
さ
れ
、
俵
に
挟
み
、
そ
の
俵
を

屋
根
裏
に
保
管
し
て
お
く
と
、
厄
除

け
、
火
災
除
け
に
な
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
俵
は
、
宇
和
か
ら
八
幡
浜
へ

の
道
沿
い
の
若
山
（
現
八
幡
浜
市
若

山
）
に
残
っ
て
い
た
た
め
、
当
初
は

九
州
か
ら
の
遍
路
の
納
め
札
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
九
州
か

ら
の
遍
路
は
、
船
で
八
幡
浜
港
を
利

用
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
俵
か
ら
取
り
出
し
た
数

枚
の
納
め
札
に
は
、
九
州
以
外
の
遍

路
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

若
山
で
の
接
待
で
は
な
く
、
札
所
と

札
所
を
結
ぶ
遍
路
道
沿
い
等
に
出
か

け
て
接
待
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

滝
山
城
主
・
久
保
家
の
旗

（
大
洲
市
指
定
文
化
財
）

お
さ　
　

 

ふ
だ　

  　

い　
　

 　
　
　
た
わ
ら

（
主
任
学
芸
員　

土
居
聡
朋
）

（
主
任
学
芸
員　

宮
瀬
温
子
）

ゆ
き
は
る

た
き 

や
ま
じ
ょ
う
し
ゅ　

   

く   

ぼ  
 

け 
    
 

は
た
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歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

学芸員調査ノート

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

当
館
蔵

道
後
温
泉
鳥
瞰
図

明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年

縦
三
七
、
五
㎝
×
横
五
三
㎝

東
京
国
立
博
物
館
蔵

須
恵
器　

脚
付
三
連
鉢

（
西
条
市
甲
賀
原
古
墳
群
出
土
）

古
墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
）

残
存
高
六
、
五
㎝

　

今
か
ら
約
百
年
前
の
明
治
三
三
年
、

周
桑
郡
吉
岡
村
（
現
西
条
市
上
市
）

で
地
元
住
民
が
開
墾
中
に
古
墳
を
発

見
し
ま
し
た
。
三
基
の
古
墳
か
ら
は

土
器
、
装
身
具
な
ど
各
種
の
遺
物
約

五
百
点
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

須
恵
器
は
そ
の
中
の
一
点
で
す
。

　

径
五
、
五
㎝
、
高
さ
三
、
五
㎝
の

小
型
の
鉢
三
個
を
連
ね
、
脚
部
に
は

透
か
し
孔
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
鉢

部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
径
〇
、
三
㎝
の
孔

が
あ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
見
時
に

出
土
遺
物
を
調
査
し
た
横
地
石
太
郎

氏
は
「
下
部
破
損
し
て
全
形
明
な
ら
さ

れ
と
も
三
個
の
同
大
の
碗
品
字
形
を

な
し
て
（
中
略
）
各
碗
相
接
す
る
処

に
於
て
底
部
に
近
く
小
孔
を
穿
て
り

甚
た
珍
し
き
も
の
な
り
」
と
報
告
し
、

古
墳
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
当
時
に
お

い
て
も
珍
し
い
資
料
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
で
の
類
例
は
一
例
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
数
少

な
い
事
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
祖
形
は

韓
国
釜
山
市
福
泉
洞
古
墳
群
な
ど
で

発
見
さ
れ
て
い
る
燈
盞
形
土
器
で
は

な
い
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
百
年
前

に
発
見
さ
れ
た
資
料
で
す
が
、
調
査

課
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。

＊須恵器　脚付三連鉢は平成17年度相互貸借にて借用。２月12日までテーマ展「赤シャツと考古学」にて展示しています。
＊道後温泉鳥瞰図は歴史展示室４（「愛媛県の誕生と歩み」）に展示しています。

　

松
山
藩
が
所
有
し
た
道
後
温
泉
は
、

廃
藩
後
に
国
有
と
な
り
、
県
の
監
督

下
に
置
か
れ
、
町
民
の
代
表
が
合
議

制
で
運
営
し
ま
し
た
。

　

明
治
五
年
、
老
朽
化
し
た
一
〜
三

の
湯
は
、
二
階
楼
（
後
の
神
の
湯
）

に
改
築
さ
れ
、
当
時
の
入
浴
料
は
、

一
の
湯
が
昼
五
厘
、
二
・
三
の
湯
が

昼
一
厘
で
し
た
。
ま
た
、
同
一
一
年
、

特
別
湯
と
し
て
三
階
楼
の
新
湯
（
後

の
霊
の
湯
）
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
図
は
、
そ
の
頃
の
様
子
を

描
い
た
も
の
で
す
。
編
集
は
愛
媛
県

の
津
田
安
次
郎
、
出
版
は
大
阪
府
の
厨

万
蔵
、
定
価
は
五
銭
五
厘
と
あ
り
ま

す
。
道
後
温
泉
（
二
階
楼
、
三
階
楼
、

養
生
湯
）
を
中
心
に
、
牛
湯
、
玉
の

石
の
ほ
か
、
湯
神
社
等
の
建
物
も
詳

細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
人
力
車
に

乗
っ
た
人
、
傘
を
さ
し
た
婦
人
、
馬

を
連
れ
た
人
な
ど
、
多
く
の
人
々
が

集
い
、
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
道
後
温
泉
は
、
道
後
湯

之
町
初
代
町
長
伊
佐
庭
如
矢
の
尽
力

に
よ
り
、
明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代
に

改
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
正

一
二
年
に
敷
地
が
国
か
ら
町
に
払
い

下
げ
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ど
う　

ご　

お
ん 

せ
ん

ち
ょ
う
か
ん 

ず

す　

 

え 　

き       
 

き
ゃ
く
つ
き 

さ
ん 

れ
ん 

ば
ち

（
学
芸
員　

平
井
誠
）

（
主
任
学
芸
員　

冨
田
尚
夫
）

よ
こ  

じ　

い
し  

た 

ろ
う

こ
う 

が 

ば
ら

プ 

サ 

ン      　　
ポ
ク
チ
ョ
ン
ド
ン

と
う 

せ
ん 

が
た  

ど  

き

い　

さ　

に
わ 

ゆ
き　
や

み
つ
く
り
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からくりおもちゃ

でんでん太鼓を
つくろう！！
12月～２月のちえのわ教室では、紙管
に和紙を貼り、持ち手をまわすとトン
トンと軽やかに音がなる「でんでん太
鼓」を作ります。好きな絵を書くと君
だけのオリジナルの太鼓ができるよ。

日時：毎週土・日曜日　13:00ー16:00
　　　（受付は15:00まで）
場所：体験学習室
参加費：170円（材料費）
お問い合わせ：振興課企画普及係
　　　　　　　　0894-62-6222

　

こ
れ
は
、
暖
房
器
具
の
少
な
い
時
代
、
冬
の
寒
い
夜
を
過
ご
す
の

に
欠
か
せ
な
か
っ
た
湯
た
ん
ぽ
で
す
。
か
つ
て
は
陶
器
製
で
し
た
が
、

昭
和
初
期
頃
か
ら
金
属
製
の
も
の
が
出
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
湯
た
ん
ぽ
の
特
徴
は
、
昭
和
二
〇
年
代
前
半
の
ジ
ュ
ラ
ル
ミ

ン
製
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
銅
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
と
の
合
金
で
す
。
強
度
と
軽
さ
か
ら
、
戦
中
は

戦
闘
機
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
残
さ
れ
た
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
が
出
回
り
、
様
々
な
生
活
資
料

に
代
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
湯
た
ん
ぽ
か
ら
も
、
当
時
の
人
々
の
知

恵
と
工
夫
、
そ
し
て
苦
労
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

季
節 　
　

図
鑑　

⑦

モノ

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
湯
た
ん
ぽ
〜
冬
の
夜
を
す
ご
す
〜

ちえのわ教室

歴
史
展
示
室
１
展
示
替
え
情
報

ナウマンゾウの牙（今治市宮窪町沖採集）当館蔵

（
学
芸
員　

平
井
誠
）

こ
れ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

（
主
任
学
芸
員　

亀
井
英
希
）

　

現
在
、
日
本
に
は
野
生
の
ゾ
ウ
は
い
ま
せ
ん
が
、
約
２
万
年
前
に
は
、
ベ

レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
頭
に
突
起
の
あ
る
ゾ
ウ
が
生
息
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ゾ
ウ
は
、
明
治
初
期
に
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
へ
招
か
れ
た
エ
ド
モ
ン

ト
・
ナ
ウ
マ
ン
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
化
石
は
、
日
本
全
国
で
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
愛
媛
県
の
近
く
で

は
、
多
く
が
瀬
戸
内
海
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
当

時
は
、
瀬
戸
内
海
が
陸
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
展
示
室
に
あ
る
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
牙
に
触
れ
て
、
太
古
の
愛
媛

に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

せ
い　
　
ゆ

＊ナウマン象の牙は歴史展示室１（「愛媛のあけぼの」）に展示しています。
＊ジュラルミン製湯たんぽは歴史展示室４（「愛媛県の誕生と歩み」）に展示しています。

と
う 

き

じ か い の よ こ く

３月～

たいそう人形を
つくろう！！

き
ば

※実際には湯たんぽを布などでくるんで使いました。

常設展示室から
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歴史文化講座

歴史講座
□予土線はじめて物語
　日時：３月５日(日)　13:30～15:30
　講師：平井　誠（当館学芸員）

文書講座
□大洲藩の古文書を読む②
　日時：２月19日(日)　13:30～15:30
　講師：白石尚寛（大洲市立博物館学芸員）

体験講座
□裂織りでコースターをつくろう
　日時：２月25日(土)　13:30～15:30
　講師：松井　寿（当館学芸員）

□貝合わせをつくってあそぼう
　日時：３月４日(土)　13:30～15:30
　講師：宇都宮美紀（当館学芸員）

愛媛県歴史文化博物館・ＮＰＯ法人e-えひめ協働事業

パソコン講習会★パソコンを楽しもう

今季の表紙　
御殿飾り
江戸時代後期　当館蔵

★6はじめてのパソコン操作（6時間）

★7はじめての表計算ソフトExcelの利用（12時間）

★8インターネットを利用したやさしい金融講座（6時間）

★9ブログによる簡単自分ホームページの作成（6時間）

＊パソコンがまったく初めての方及びそれに近い方が対象
■実施日：２月24日(金)　
　10:00～12:00　パソコンの基礎、キーボードマウスの操作
　13:00～17:00　簡単な文章の作成、簡単な図の描き方
◇受講料実費　２１００円
◇テキスト・資料等実費　１０００円

■実施日：２月28日(火)　
　10:00～12:00　表の作成と計算
　13:00～17:00　関数の使い方
■実施日：３月３日(金)
　10:00～12:00　グラフ作成
　13:00～17:00　帳票作成と印刷
◇受講料実費　３８００円
◇テキスト・資料等実費　１０００円

■実施日：３月10日(金)　
□10:00～12:00　ブログの基礎とブログの作成準備
□13:00～17:00　ブログの作成と更新、広告の出し方
◇受講料実費　２１００円
◇テキスト・資料等実費　１０００円

■実施日：３月２日(木)　
　10:00～12:00　インターネットと株式取引の仕組み
　13:00～15:00　パソコン利用模擬株式取引
　　　　　　　　インターネット利用銀行取引
　15:00～17:00　インターネットショッピング
　　　　　　　　インターネット安全利用
◇受講料実費　２１００円
◇テキスト・資料等実費　１０００円

■ ：休館日

振興課　企画普及係
TEL（0894）62-6222　FAX（0894）62-6161

お問い合わせ

ＮＰＯ法人e-えひめ事務局
TEL090-5141-0716(受付時間９時～17時)

FAX(0897)53-8286

〒792-0812　新居浜市坂井町二丁目３

Ｅメール　e-ehime@e-ehime.hearts.ne.jp

お申し込み・お問い合わせ

◆申込方法

希望する講座名とご住所・お名前・年齢・電話番号など必

要事項を記入の上、葉書やＦＡＸなどでお申し込みくださ

い。定員の範囲内の場合は、博物館からご連絡いたしませ

んので、各講座の開講時間までに博物館へお越しください。

２月 ３月

歴史文化博物館の定期休館日は月曜日(祝日の場合

はその翌日)となっておりましたが、試験的に平成

17年４月～平成18年３月までの１年間、毎月第１月

曜日は開館し、その翌日を休館日とさせていただい

ております。

博 物 館 休 館 日 カ レ ン ダ ー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28

◆募集人数

◆参加条件

◆場　　所

◆申込方法

各18名

キーボード文字入力ができる方（★６除く）

愛媛県歴史文化博物館パソコン演習室

①氏名②年齢③住所④電話番号⑤講座番号

（★印の後の番号）をＮＰＯ法人e-えひめ事務

局へご連絡ください。

8

屋根に手彩色が施された白木造りの御殿に、小さ

く素朴な雛人形がならんでいます。このような御

殿飾りは、大坂や京都で江戸時代中期より飾られ

るようになりました。この御殿も大坂でつくられ、

瀬戸内海を通じて八代村（八幡浜市）の庄屋菊池

家にもたらされたことが箱書により分かります。


